
春
はる

の星座
せ い ざ

を楽
たの

しもう！ 

まずは、北
きた

の空
そら

の大
おお

きなひしゃくの形
かたち

に並
なら

んだ星
ほし

をみつけましょう。こ

れが北斗
ほ く と

七星
しちせい

（おおぐま座
ざ

）です。北極
ほっきょく

星
せい

を見
み

つけるのに大変
たいへん

役立
や く だ

つ星座

としても有名
ゆうめい

ですね。次
つぎ

に、この北斗七星のひしゃくの柄
え

のカーブを南
みなみ

に伸
の

ばしてみると、オレンジ色
いろ

の明
あか

るい星にあたります。これが、うしかい座の

アルクトゥルスです。これは「熊
くま

の番人
ばんにん

」という意味
い み

で、日本
に ほ ん

では麦
むぎ

星
ぼし

と呼
よ

ばれています。そのカーブをさらに伸ばしてゆくと、白色
しろいろ

の明るい星にあた

ります。これが、おとめ座のスピカです。スピカは尖
とが

ったものという意味か

ら女神
め が み

が持
も

つ「麦の穂
ほ

」を表
あらわ

し、日本では、真珠
しんじゅ

星
ぼし

と呼ばれています。こ

の星の並びのカーブが春の大曲線
だいきょくせん

です。 

さて、目
め

を凝
こ

らしてスピカから春の大曲線のカーブを伸
の

ばしてみましょう。

すると小
ちい

さな四辺形
しへんけい

の星の並びが見えてきます。これが、からす座です。日

本では、四
よ

つ星と呼んだり、この四辺形
しへんけい

を小さな船
ふね

の帆
ほ

とみて、「帆かけ星」

と呼んだりして親
した

しんでいたようです。 

また、先
さき

ほどのアルクトゥルスとスピカ、そしてしし座のしっぽのデネボ

ラを結
むす

ぶと大
おお

きな三角形
さんかくけい

ができあがります。これを春の大三角
だいさんかく

といいます。 

みなさんも、ぜひ自分
じ ぶ ん

の目で春の星座を楽しんでください。 
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